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中性子星ってどんな星？

 中性子星は星の最後の姿のひとつです。
重い星が超新星爆発を起こして星が残る場合に
作られます。

 かに星雲の中性子星は明月記(定家)に記されている
1054年の超新星爆発で作られました。

かに星雲 (Hubble telescope) Google & Zenrin



中性子星の構造と組成
 中性子星はとても高密度：1cm3 で 1000兆g

太陽の7万分の１程度の半径(10-15 km)に
太陽の1.4倍程度の質量が詰まっている。

 中性子星物質は「奇妙な」物質
こうした超高密度では

パスタ原子核、超流動核物質、
ハイパー核物質、クォーク物質

等の地上と大きく異なる物質が
できていると考えられます。

 様々な物理分野の架け橋
地上にない究極物質の
性質が調べられる中性子星は
宇宙物理、原子核物理、
素粒子物理、物性物理、

など多くの分野の物理学者の
興味を集めています。
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中性子星のパズル

 中性子星の謎
りんごの落下から天体の運動を理解した物理学にも、
現在多くの中性子星の謎があります。

重い中性子星の謎

小さい中性子星の謎

強い磁場や速い冷却の謎

 実験と観測から
中性子星物質の探求へ
このような謎を解明する
ため、現在日本が誇る
2つの加速器と打ち上げ
予定の人工衛星によって
研究が進められています。
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講演の内容

 中性子星ってどんな星？
中性子星は大きな原子核

どうやって見つかったのか？

質量・大きさ(半径)はどうやって測るか？

 中性子星の不思議
中性子星はどんな物質で出来ているのか？

中性子星の内側をどうやって知るのか？

中性子星の質量はどのような「力」が支えているか？

 中性子星物理学のこれから
実験と観測で解き明かす中性子星物質

中性子星の合体と元素の起源
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